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摂南大学は1975年（昭和50年）、大阪を近代都市へと

発展させる技術者の養成を念頭に、工学部5学科（現　

理工学部）から歩みを始めました。同時に、設置認可申

請時より、総合大学へと発展させていくビジョンがあ

りました。

82年に国際言語文化学部（現　外国語学部）と経営

情報学部（現　経営学部）、83年に薬学部、88年に法学

部を設置。さらに、2010年に経済学部と、理工学部に生

命科学科、住環境デザイン学科、都市環境工学科を増

設、12年に看護学部を設置しました。現在は大学が7

学部13学科、大学院が6研究科10専攻、全体で約8000

人の学生が学ぶ総合大学へと発展しました。

本学の強みは大き過ぎず、小さ過ぎない総合大学で

あることだと思っています。学生と教職員との距離が

近いために目配りが行き届き、少人数教育の伝統が息

づいています。加えて学際研究のポテンシャルが非常

に高く、学生たちが全学横断型プロジェクトを展開し

やすいことが魅力となっているようです。そのため、

大規模大学になることを目指してはいません。そうな

ってしまったら本学の持ち味が失われてしまうのでは

ないかと思っています。

このところの実績としては、志願者数は07年度が底

で9000人を切りましたが、その後7年連続で増加。14

年度には07年度の3.4倍、約3万500人となりました。

また、就職率も向上しています。全学挙げた支援体制

が功を奏し、13年度卒業生の就職内定率は、関西の私

立総合大学の中、4位※でした。

しかし、こうした数値のみに満足してはいません。

一番大切なことは、学生が卒業後にどのような生涯を

送ることができるか。長い人生を心豊かにすごし、社

会貢献できる人物になってもらえるような基礎固めを

行うのが大学の最も重要な役割のはずです。本学はそ

の意味も込め、建学の精神に基づいた“Smart and 

Human”というタグラインを掲げています。すなわち、

賢明かつ豊かな人間性を備えた人物を育てることが本

学の使命と考えているのです。実際に、2011年度から

このタグラインを旗印にしてすべての改革を推進し、

現在に至っています。

組織の風通しを良くするのが、改革の第一歩

改革をうまく進めていける秘訣は何か、と問われる

ことがあります。けれども、学長たる私は独自のアイ

ディアなどほとんどもちあわせておりません。それよ

りも、教職員が様々な工夫をし、仕事をスピードアップ

し、色々と辛抱をして頑張ってくれたおかげで、あれよ

あれよという間に大学が良い方向に変わってきたとい

うことを私自身、誰よりも深く自覚しているつもりで

す。

そのうえで申し上げられることが私にあるとすれ

ば、まず初め、07年に学長に就任した際、「これからかつ

てないスピードで改革を進めてまいりますので、よろ

しくお願いします」とお話しするところからスタート

しました。その後、パワーポイントを携えて、すべての

学部に説明とお願いをしに回りました。そうして多く

の教職員に改革の必要性を説いていくことで徐々に理

解が深まり、個々の方向性が一致し始め、改革の機運が

全学的に高まっていったように感じます。

さらに、組織の風通しを良くしようと心がけました。

誰でも自由にものが言えるような雰囲気にするための

人事も適宜実行しました。若くても能力とやる気のあ

る人に役を担ってもらうことで、本人にも周囲にも、何

かやれそうだというムードが出てきたのではないかと

思います。

教員にもっと元気になってもらうために、研究の活

性化も進めてまいりました。外部資金獲得を奨励する

方針を打ち出し、研究支援センターを設置し、教員全員

が科学研究費の申請をするような体制にしました。そ

れにより、本学の採択率はかつてないくらいに上がり

ました。最先端の研究は、最高の教育を行っていくベ

ースにもなります。その意味でも欠かせない活動だと

思っています。

「全学協働」が何よりも重要

加えて、「教職協働」を本気になって推し進めてきま

した。「大学を改革する」といった大掛かりな作業が、

教員だけ、あるいは職員だけでうまくやっていけるは

ずはありません。両者が良きパートナーとなって初め

て成果が出てくるものではないでしょうか。

私たちが考え違いを起こしやすいもののひとつに

「FD」があります。もちろんFaculty Developmentです

が、字義通りに、教員のみで行えばよいと考える人が非

常に多い。これは大きな落とし穴です。良い教育が教

員のみで行えるわけはありません。本学は「教職員研

修ワークショップ」を5年ほど前から開催するようにな

り、そこでFDの実質化などに取り組んでいます。これ

により、上辺だけではない「教職協働」が確実に進んで

いるように感じています。

こうしたFDのように、既に「当たり前」となっている

ものが、実は大学経営の足かせとなっていないか？　

そうした視点は、経営において思いのほか重要だと思

っています。もうひとつ私が強調したいのは、「連携」

の重要性です。ひとつの部局、あるいは教員のみ、職員

のみといった単位でできることは非常に限られていま

すし、視野も狭い。大学の力をフルに発揮するには、あ

らゆる点で連携し、協働していく以外にないでしょう。

学内に限らず、地域や企業との連携もできるだけ積極

的に行っていくべきだと思います。

今後について言えば、日本は現在、「アベノミクス」や

「東京五輪」などの影響で少々浮かれ気味のように感じ

ますが、地球全体を見渡せば、エネルギーや環境、食糧、

紛争など数多くの大きな課題を抱えています。学生に

はそうした現実をしっかり見つめてもらい、持続可能

な社会の構築に貢献する人になってもらいたい。

“Smart and Human”の精神をもって、そのような大学

づくりを引き続き行っていく所存です。
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